
都
城
市
民
会
館

設
計

“郷
町
ゴ
ヨ
訓
酎

（き
く

た
け

・
き
よ
の
り
＝
建
築

家
）
昨
年
姥
月
２６
日
、
心

不
全
の
た
め
東
京
都
内
の

病
院
で
死
去
、
８３
歳
。
福

岡
県
出
身
。
葬
儀

・
告
別

式
は
親
族
の
み
で
済
ま
せ

た
。
後
日
、
お
別
れ
の
会

を
開
く
予
定
。

早
大
卒
。
竹
中
工
務
盾

な
ど
を
経
て
５３
年
独
立
。

自
邸

「ス
カ
ィ
ハ
ウ
ス
」

（東
京
）
で
注
目
さ
れ
た
。

有
機
的
に
代
謝
す
る
都
市

を

提

鳴
す

る

思

想
集

団

「メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
」
を
結

成
。
「出
雲
大
社
庁
の
舎
」

（島
根
県
）
で
芸
術
違
奨

文
部
大
臣
賞
な
ど
を
受
葛

し
た
。

日
本
建
築
士
会
連
合
会

名
誉
会
長
。
代
表
作
に
江

戸
東
京
博
物
館
、
川
崎
市

市
民
ミ

ュ
ー
ジ
ァ
ム
、
島

根
県
立
美
術
館
、
都
城
市

民
会
館
な
ど
。
７０
年
の
大

阪
万
博
で

エ
キ
ス
ポ
タ
ヮ

ー
を
設
計
。
０５
年
愛
知
万

螺
ば

夢

穀

論
」
な
ど
。

に1 】0 1 2 | ら
ム〔
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菊
竹
清
訓
さ
ん
死
去

歳
３
０

建
築
家
萩
市
民
館
、九
州
国
博

８

き
よ
の
り
）
さ
ん
が
昨
年

‐２
月
２６
日
、
心
不
全
の
た

め
死
去
し
た
。
８３
歳
０
葬

儀
は
親
族
だ
け
で
済
ま
せ

日
本
を
代
表
す
る
建
築

！

家
で
、
前
衛
的
な
建
築
運

・動

「メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
」
（新

・

陳
代
謝
）
を
け
ん
引
し
た

菊
竹
清
訓

（き
く
た
け

・

卒
。
１
９
５
８
年
に
完
成
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

し

た
東

京
都

内

の
自

邸

　

国
家
的
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

「
ス
カ
イ
ハ
ウ
ス
」
は
住

に
も
多
く
関
わ
り
、
７０
年

居
部
分
が
空
中
に
浮
か
ぶ
　
の
大
阪
万
博
で

エ
キ
ス
ポ

大
胆
な
造
形
で
近
代
住
宅

タ
ワ
ー
の
設
計
、
０５
年
の

の
傑
作
と
さ
れ
る
。　
　
　
一
愛
知
万
博
で
は
総
合
プ
ロ

！

８０
年
、
建
築
家
の
故
黒

デ

ュ
ー
サ
ー
を
務
め
た
。

川
紀
章
さ
ん
ら
と
と
も
に

江
戸
東
京
博
物
館
や
島
根

．
「メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
」
グ
ル

県
立
美
術
館
な
ど
も
手
が

―
プ
を
結
成
。
有
機
的
に
　
け
た
。
日
本
建
築
士
会
連

成
長
す
る
海
上
都
市
計
画

！
合
会
名
誉
会
長
。

デ

ュ
ー
サ
ー
を
務
め
た
ほ

か
、
都
城
市
民
会
館

（宮

・

崎
県
都
城
市
）
、
萩
市
民

館

（山
口
県
秋
市
）
、
北

九

州

メ
デ

ィ
ア

ド

ー

ム

（北
九
州
市
）
、
九
州
国

立
博
物
館

（福
岡
県
太
宰

．

府
市
）
な
ど
を
手
が
け
た
。
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メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
主
導
の
建
築
家

歳

思
想
に
基
づ
く

「
出
雲
大
社
庁
の

合
」

（島
根
県
）
が
６４
年
に
芸
術

選
奨
文
部
大
膚
賞
な
ど
を
受
賞
、

出
世
作
と
な

っ
た
。

都
城
市
民
会
館
、
久
留
米
市
民

会
館
一
福
岡
県
）
、
江
戸
東
京
博
物

館
、川
崎
市
市
民
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
、

島
使
県
立
美
術
館
、
九
州
国
立
博

物
館
な
ど
公
共
建
築
を
多
く
手
掛

け
た
。
７０
年
の
大
阪
万
博
で

エ
キ

ス
ポ
タ
ヮ
‐
、
７５
年
の
沖
紀
海
洋

博
で
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
を
設
計
。
２

０
０
５
年
宝
知
万
博
な
ど
博
覧
会

の
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
も
務
め
た
。

００
年
の

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

・
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
で

「
杢
′世
紀
を
創

っ

た
世
界
の
建
築
家
１
０
０
人
」
の

一
人
に
選
ば
れ
た
。

「
代
謝
建
築

論
」
な
ど
著
書
多
数
。

伊
東
車
雄
さ
ん
、
長
谷
川
逸
子

さ
ん
ら
次
世
代
の
建
築
家
を
育
て

た
。
米
国
建
築
家
協
会
特
別
名
誉

会
員
。
日
本
建
築
士
会
連
合
会
名

↓奉再（本
一貢
。

戦
後
の
日
本
を
代
表
す
る
建
築

家
で
、
海
外
に
も
影
響
在
及
ぼ
し

た
建
築
運
動

「
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
」

を
リ
ー
ド
し
た
菊
竹
清
訓

（き
く

た
け

・
き
よ
の
り
）
さ
ん
が
昨
年

‐２
月
２６
日
、
心
不
全
の
た
め
東
京

都
内
の
病
院
で
死
去
し
て
い
た
こ

と
が
５
日
、
分
か

っ
た
。
聞
歳
。

福
岡
県
出
身
。
葬
儀

・
告
別
式
は

！親
族
の
み
で
済
ま
せ
た
。
後
日
、

お
別
れ
の
会
を
開
く
予
定
。

早
大
建
築
学
科
卒
。
竹
中
工
務

！
店
、
村
野

・
森
建
築
設
計
事
務
所

を
経
て
１
９
５
３
年
独
立
。
５８

・
年
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

！
居
住
部
分
を
壁
柱
４
大
で
支
え
た

白
邸

「
ス
カ
イ

ハ
ウ
ス
」

（
束

京
）
で
注
日
さ
れ
た
。

６０
年
、
有
機
的
に
代
謝

・
成
長

す
る
都
市
や
建
築
を
提
唱
す
る
思

想
集
団

「
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
」
を
故

・
黒
川
紀
章
さ
ん
ら
と
結
成
。
そ
の

工(ltiは

と( ) ヽし |、し



(算3種昼l便物認可)干  坂 警高

菊
竹
さ
ん
の
出
身
地
で
、

石
橋
美
術
館
や
市
民
会
館
、

市
役
所
庁
舎
な
ど
の
菊
竹
作

品
が
あ
る
福
岡
県
久
留
米
市

の
楢
原
利
則
市
長
は

「市
民

に
と

っ
て
も
身
近
な
建
築

家
．
郷
土
が
生
ん
だ
不
世
出

の
建
築
家
と
し
て
■
９
７
５

年
に
市
文
化
功
労
事
も
贈
っ

て
い
る
。
心
か
ら
冥
福
を
祈

り
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を

出
し
た
】

「メ
タ
ボ
リ
ズ
ム

（新
陳

代
謝
）
建
築
」
の
代
表
作

の

一
つ
、
旧
都
城
市
民
会
館

（宮
崎
県
都
城
市
）
は
解

る
理
念
と
、
菊
竹
さ
ん
の
芸

術
性
が
う
ま
く
融
合
し
た
建

物
を
設
計
し
て
い
た
だ
い

た
。
多
く
の
方
に
何
度
も
足

を
連
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
要

因
に
は
建
物
の
唾
力
も
あ

る
」
と
あ
ら
た
め
て
謝
意
を

述
べ
た
。

菊
竹
さ
ん
は
建
築
界
に
お

い
て

「メ
タ
ボ
リ
ズ
ム

（新

陳
代
謝
）
」
の
思
想
の
基
本

的
骨
組
み
を
つ
く
っ
た
人
．

「北
部
九
州
の
神
話
に
通
じ
る
晶
崎新
嘉

る
よ
う
な
存
在
だ

っ
た
。

お
互
い
昭
和

一
け
た
生
ま

れ
。
終
戦
後
、
日
本
を
再
建

し
て
い
く
と
き
に
、
新
し
い

日
本
の
建
築
を
造
ろ
う
と
し

た
世
代
だ
。

初
期
の
「ス
カ
イ
ハ
ウ
ス
」

な
ど
、
建
物
が
地
面
と
離
れ

る
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
と
は

連
う
住
み
方
を

一
番
初
め
に

提
案
し
た
。
空
想
で
は
な
い

大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
組
み
立

て
て
い
く
建
築
デ
ザ
イ
ン
に

特
長
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
久

題
米
市
民
会
館
（福
岡
県
）
や

旧
都
城
市
民
会
館
（電
崎
県
）

は
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

注
目
さ
れ
た
。（出
身
地
の
）

北
部
九
州
の
神
話
と
菊
竹
さ

ん
の
発
想
が
つ
な
が
っ
て
い

た
の
だ
と
感
じ
て
い
る
。

と
て
も
温
厚
で
、
他
人
の

批
判
は
し
な
か
っ
た
。
若
い

こ
ろ
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
が

分
か
っ
て
い
て
、
僕
が
仕
事

で
引
っ
掛
か
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
広
い
目
で
サ

ジ
ェ
ス
ト

（ホ
唆
）
し
て
く

れ
た
。
本
当
に
残
念
で
な
ら

な
い
。　
　
，
　

　

（談
）

初
め
て
出
会
っ
た
■
９
５
０

年
代
半
ば
か
ら
、
す
で
に
新

進
の
建
築
家
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
た
。
僕
は
丹
下
健

三
さ
ん
の
門
下
生
だ
っ
た
こ

ろ
で
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
が
始

ま
る
前
か
ら
菊
竹
さ
ん
は
丹

下
さ
ん
と
並
ん
で
議
論
さ
れ

故菊竹清訓氏
設
計
を
担
当
し
た
九
州
国
立
博
物
館
の
起
正
式
に
出
席
し
た

生
前
の
菊
竹
清
訓
さ
ん
　
　
　
　
＝
２
０
０
２
年
４
月
１０
日

一　一　　　　　　一　一　一　一　　一　一　一　一　一　　・　　　一　一　一　十　一　一　一　一　一　一　一　　　一　一　　　　一　一　一　一　　　　　　　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　一　一　一　　　　一　一　一　一　　一　　　一　一　一　　一　一　一　一　一　　　　　　・　一　一　一　一　　一　一　一　一　一　　二　一　一　一　一　　　　一　一　一　一　　一　一　一　一　一　　！　一　一　一　一　一　　　　二　一　一　一　　一　一　一　一　一　　　！　一　一　一　一　一　一　一　二

　一　一　　　一　一　一　　　　一　一

ち01｀ 十ヽヽし

関
係
者
の
悼
む
声
相
次
ぐ

建
築
家
菊
竹
橋
訓
さ
ん
（盟
）は
、
九
州
各
地
に
も
斬
新
で
即
象
的
な
建
築
物
を

数
多
く
残
し
た
。
訃
報
が
伝
わ
っ
た
５
日
、
菊
竹
さ
ん
と
と
も
に
戦
後
日
本
の
建

築
界
を
け
ん
引
し
て
き
た
大
分
市
出
身
の
建
築
家
磯
崎
新
さ
ん
（測
）を
は
じ
め
関

係
者
か
ら
悼
む
声
が
相
次
い
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【１
面
参
照
】

体
危
機
に
あ

っ
た
が
、
文

化
的
価
値
が
認
め
ら
れ
、

一
転
、
存
続
と
な

っ
た
．

保
存
運
動
に
関
わ
っ
た
同

市
の
建
築
士
、
平
川
お
三

さ
ん
（５０
）
は

「革
新
的
な
デ

ザ
イ
ン
を
打
ち
出
し
、
多

く
の
功
績
を
残
さ
れ
た
。
都

城
で
も
末
永
く
建
物
を
活
用

す
る
こ
と
で
顕
彰
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
話
し

た
。晩

年
の
代
表
作
、
九
州
国

十

立
博
物
館

（福
岡
県
太
宰
府

市
）
は
、
周
囲
の
森
林
景
観

が
ガ
ラ
ス
壁
に
映
り
込
む
デ

ザ
イ
ン
が
特
長
．
三
輪
募
六

館
長
は

「市
民
と
の
共
生
、

文
化
財
保
護
な
ど
館
が
掲
げ

ち|【虐ギ



菊
竹
清
訓
さ
ん
死
去

メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
建
築
〓■
宙
州
面凹
構
席

海
上
都
市
な
ど
の
構
想
を
提

唱
し
、
愛
知
万
博
の
総
合
プ

ロ

デ

ュ
ー

サ

ー

も

務

め

た

建

築

家
、
菊
竹
清
訓

（
き
く
た
け

・

き
よ

の
り
）
さ
ん
が
昨
年
１２
月

亮

日
、
心
不
全

で
死
去
し
て
い

た

こ
と
が
５
口
わ
か

っ
た
。
８３

歳
。
葬
儀
は
近
親
者

で
済
ま
せ

た
。
お
別
れ
の
会
を
後
口
開
く

予
定
。

福
岡
県
久
留
米
市
生
ま
れ
。

早
大
建
築
学
科
卒
。
１
９
６
０

年
に
黒
川
紀
章
さ
ん
ら
と

「
メ

タ
ボ
リ
ズ
ム
」

（
新
陳
代
調
）

グ
ル
ー
プ
を
結
成
、
建
築
と
都

市
の
新
陳
代
謝
を
目
指
す
運
動

を
展
開

。
土
地
不
足
を
解
決
す

る
た
め
、
人

工
土
地

に
よ
る
海

上
都
市
、
塔
状
都
市
の
構
想
を

世
界
に
発
表
し
た
。

東
京
都
内
の
自
邸

「
ス
カ
イ

ハ
ゥ

ス
」

（
５８
年
）
は
、
四

つ

の
柱

で
支
え
た
屋
根
の
下
に
交

換
可
能
な
家
具
や
小
部
屋
を
取

り
付
け
た

メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
建
築

で
、
戦
後
日
本
住
宅
を
代
表
す

る
名
作

の

一
つ
。
６３
年
の
出
雲

大
社
事
務
棟

「
庁

の
舎
」

（
日

本
建
築
学
会
賞
）
、
６４
年
の

「
ホ

テ
ル
東
光
園
」
（
鳥
取
県
）
は
、

出
陰
地
方
の
風
土
や
伝
統
建
築

の
要
素
を
取
り
込
み
、
高
く
評

価
さ
れ
た
。

メ
デ

ィ
ア
ド
ー
ム
、
九
州
国
立

一

博
物
館
な
ど
も
設
計
。
沖
縄
海

洋
博
の
海
上
都
市

「
ア
ク

ア
ポ

リ

ス
」
の
空
間
意
匠
プ

ロ
デ

ュ

一

―
サ
ー
、
な
ら

・
シ
ル
ク

ロ
ー

．

ド
博
や
愛
知
万
博

の
プ

ロ
デ

ュ

ー
サ
ー
も
務
め
た
。
日
本
建
築

！

士
会
連
合
会
名
誉
会
長
、
ア
メ

一

リ
カ
建
築
家
協
会

（
Ａ
Ｉ
Ａ
）

特
別
名
誉
会
員
。
著
書

に

「
代

謝
建
築
論
」
な
ど
。　
　
　
　
　
一

九ナH国 立博物偵富 (200811:、 1本イトヽ)か え))
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菊 竹 清 訓 氏 の 主 な 建 築 作 品

出邸 「スカ イ ノヽ ウ ス J(東 京 )

出雲 大 イ出 庁 の舎 (ち (kつ のや )1

`島 根 県 )‐ ■ 1本建 築学 よ 賞

群 馬 県 郎 林 市 庁 舎 (当 R寺)

ホ テ ル「束 光 園 (鳥 取 県 米子 市 "

聞効文市 民 会 館 (宮 崎 県 )

萩 lテ民 館 (山 口県 )

ア クア ホ リス (沖 ltE海洋 博 )

セ ツ
｀
ン明 代 表 術 館 (長 ulr喫 )

川 崎市 市 民 ミ ュー ジア ム

汀 卜j東 京 博物 館

島 根 県 立 美 術 LF

すL州 国 SI博 物 餌

江
戸
東
京
博
物
館
、
北
九
州

〉DIと、 |、じ



建
築
光
っ
た
「菊
竹
流
」

九
州
各
地
に
作
品
残
す

戦
後
を
代
表
す
る
建
築
家
の

一
人

だ

っ
た
菊

竹

清

訓

さ

ん

は
、
九
州

・
山
口

・
沖
縄
に
も

数

々
の
個
性
的
な
作
品
を
残
し

た
。
　

　

　

　

　

▼
１
面
参
照

福

岡

県

太

宰

府

市

の
九

州

国
立
博
物
館
は
、
周
囲
の
自
然

環

境

に
溶

け

込

む

大

胆

な
波

形

の
屋

根

、
メ

タ

リ

ッ
ク

な

外

観

と

木

材

を

ふ

ん

だ

ん

に

使

っ
た
内
装
の
温
か
み
な
ど
、

斬

新

な
構

造

で
話

題

を

呼

ん

だ
。三

輪
嘉
六
館
長
は

「文
化
財

を
守
る
と
い
う
理
念
と
設
計
側

の
芸
術
的
理
念
が
融
合
し
た
建
　
ら
、
市
民
に
と

っ
て
身
近
な
建

物
と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
新
し
い

一
築
家

で
も
あ

っ
た
。
偉
大
な
郷

博
物
館
の
モ
デ
ル
に
も
な

っ
て

！
上
の
先
連
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
る
。
博
物
館
側
の
意
向
を
く

一
す
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表

み
入
れ
て
い
た
だ
き
使
い
勝
手

一
し
た
。

も

よ

く

、
改

め

て
感

謝

し

た

一

い
」
と
語

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
一

出
身
地
の
久
留
米
市

で
は
、　
一

市
庁
舎
を
始
め
旧
国
鉄
久
留
米

一

駅
、
石
橋
美
術
館
、
市
民
会
館

一

な
ど
を
手
が
け
た
。
柚
原
利
則

一

市
長
は

「世
界
的

で
あ
り
な
が

1988年1福岡市庁舎〔福岡市l

1998年 Jし九州メディアドーム〔北九州市l

2001年 1吉野ケ里歴史公園センター |
〔佐賀県吉野ケ里町l

2004年|九州国立博物館1福同県太宰府市l
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